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原発性胃癌に対する術後抗凝固療法 

-関連病院におけるアンケート結果報告- 
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Abstract   Surgery for gastric cancer is categorized as high risk group of venous thromboembolism (VTE) after surgery. 

There are several established guideline to prevent VTE. However, there is no consistent method for prophylaxis. Objective: 

Retrospectively, we evaluated the prophylactic way to prevent VTE and the rate of laparoscopic surgery for gastric cancer in 

the Shiga University of Medical Science Hospital and affiliated hospitals. Methods: We survey the number of surgery for the 

gastric cancer in 2014 by questionnaire. Results: The hospital which cooperated with a questionnaire was 34 in 36(93.5%). 24 

hospitals answered the number of the operations for gastric cancer in 2014, and total number was 795 cases. In that cases, 

laparoscopic surgery were 306 cases (38.4%). For VTE prophylaxis, the hospitals which used stockings, the intermittent air 

pressure method (foot pump) for the postoperative period were 16 (55.2%), and which administered anticoagulants were 
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13  (44.8%), in which used heparin were 2, fondaparinux was 1, and enoxaparin was 10 hospitals. Conclusions: In our 

hospital, there were no VTE and bleeding cases. In order to perceive precise incidence and clinical influence of VTE, we plan 

to conduct a perspective clinical trial in cooperation with affiliated hospitals.  
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はじめに  
腹部外科手術の中でも胃癌根治手術は侵襲が大き

く、術後の静脈血栓塞栓症 (venous thromboembolism : 

VTE)予防ガイドラインでも 40 歳以上の癌の大手術と

して高リスク群に挙げられている 1)。高リスク群に対

する VTE の予防法として、ASCO ガイドラインでは

heparin、fondaparinux、enoxaparin などが推奨されてお

り 2)、臨床現場では、2004 年に発行された「肺血栓塞

栓症 /深部静脈血栓症 (静脈血栓塞栓症 )予防ガイドラ

インによると「間欠的空気圧迫法あるいは低用量未分

画ヘパリン」となっており、各病院でそれぞれ対策が

なされていると推察される。黒岩らの報告では、術後

理学予防法の施行率は 60%以上と報告されている 3)。

しかし実際に各施設でどの予防法が施行されているか

を調査した試みはこれまでなく、それぞれの病院の方

針に委ねられているのが現状である。今回我々は関連

施設において、胃癌根治術施行症例数と各病院それぞ

れの VTE 予防法につきアンケート調査を施行したの

でその結果を報告する。  

 

目的 

関連施設ごとの胃癌の根治術施行症例数と腹腔鏡

手術の占める割合、および術後 VTE 予防法につき集計

する。  

対象と方法 

滋賀医科大学消化器、乳腺・一般外科および関連施

設において、2014 年１月から同年 12 月までに原発性

胃癌に対して待機的手術を施行した症例数、うち腹腔

鏡手術の占める割合を調査対象とし、郵送によるアン

ケート調査により結果を集計した。術後に抗凝固療法

をとして薬剤投与を行った場合、その薬剤の種類を保

険適応として認可されている低分子量ヘパリンの

enoxaparin 、 合 成 第 X 因 子 (Xa) 阻 害 剤 で あ る

fondaparinux、未分画ヘパリンの３種類から選択する形

式とした。  

結果  

 関連施設 36 施設のうち 34 病院から回答用紙を回収

し、回収率は 93.5%であった。2014 年１年間の胃癌手

術の手術数に回答のあった施設は 24 施設であり、総数

は 795 例であった。このうち腹腔鏡手術症例は 306 例

(38.4%)であった。VTE 予防法としては 29 施設から回

答があり、周術期にストッキング ,間欠的空気圧迫法

(フットポンプ )を使用している施設は 18 施設 (62.0%)

であった。薬剤投与している施設は 13 施設 (44.8%)で

あり、内訳は fondaparinux が 1 施設 (3.4%)、enoxaparin

が 10 施設 (34.4%)、heparin が 2 施設 (6.9%)であった (表

1)。ストッキング ,間欠的空気圧迫法に薬剤投与を併用

している施設は 2 施設 (6.9%)であった。  

 

考察  

腹部外科手術における術後 VTE は、ひとたび発症す

ると肺血栓塞栓症など重篤な転帰をたどることがあり、

その予防対策は非常に重要である。2004 年に刊行され

た「肺血栓塞栓症  / 深部静脈血栓症  (静脈血栓塞栓

症 )予防ガイドライン」では一般外科手術において「 40
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表 1 アンケート結果集計：各施設における VTE 予

防法（ご回答いただいた症例数のみ集計）  
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歳以上の癌の大手術」は VTE 発症の高リスクと判定さ

れ、予防法として間欠的空気圧迫法あるいは低用量未

分画ヘパリンの使用が推奨されており、医療現場では

このガイドラインに基づいた予防策が取られているこ

とと思われる。しかしながら本ガイドラインは 2004

年以降改定されておらず、各施設でもその対処法はそ

れぞれであることが推察される。腹部外科手術のなか

でも胃癌手術では大半が高リスクと判定されるため予

防策が重要であるが、近年は間欠的空気圧迫法をはじ

めとした理学療法に加えて抗凝固療法を行う施設が増

加している 4)。現在、本邦において腹部外科領域では

従来使用されていた未分画ヘパリンに加えて、2008 年

に合成Ⅹ a 阻害剤である fondaparinux が、2009 年に低

分子ヘパリンである enoxaparin が保険適応となり、腹

腔鏡下消化管手術、肝胆膵手術においても臨床現場で

使用する報告がみられる 5,6)。当施設では原則として硬

膜外麻酔を行い、その抜去時期を考慮して図 1 のよう

な protocol で enoxaparin もしくは fondaparinux といっ

た抗凝固剤を使用している。硬膜外カテーテルは術後

2 日目に抜去し、その後の鎮痛は必要に応じてフェン

タニルを用いた intravenous patient control anesthesia: 

IV-PCA を調節することにより鎮痛管理を行っている。 

 

今回の検討では抗凝固剤を使用する施設よりも使

用せずに理学療法を中心に行う施設が過半数を占めた。

当施設では胃癌に対する抗凝固療法としてストッキン

グ+フットポンプに加え、薬物療法を併用しており、

胃癌での 2014 年手術総数の 61 症例のうち、症候性、

無症候性の血栓症ともに認めなかった。  

抗凝固療法を施行する際には出血性の有害事象に

留意しなければならず、大出血性の有害事象は認めな

かったが、小出血として腸間膜内の出血１例と腹腔内

血腫１例を認め、いずれも抗凝固剤を中止することで

保存的に軽快した。現在当施設では enoxaparin が硫酸

protamin により拮抗されることも考慮して胃癌、大腸

癌に対する術後の抗凝固療法で第一選択としている。  

近年は胃癌に対する腹腔鏡手術が普及してきてお

り、当施設では胃切除に占める腹腔鏡手術の割合は

41.5%であり、今回のアンケート調査でも 38.4%にのぼ

った。腹腔鏡手術の VTE 発症との関連性は今後の課題

として、腹腔鏡下胃癌手術における抗凝固療法につい

てもその方法と効果、合併症につき検討が課題となる。 

結語 

胃癌に対する切除術において、36 施設の手術症例数、

腹腔鏡手術の割合、および VTE 予防法につきアンケー

トを行い、34 施設より回答用紙を回収した。その結果、

施設間において大きく差があることがわかった。今後

は症例を積み重ねたうえでさらなる調査を行い、血栓

症予防対策によって術後血栓症の発症率が異なるのか、

について明らかにする必要があり、多施設での詳細な

検討が必要であると思われた。  
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図 1 当院での抗凝固療法 protocol 
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和文抄録 

【目的】関連施設ごとの胃癌の根治術施行症例数と

腹腔鏡手術の占める割合、および術後 VTE 予防法につ

き集計する。【対象と方法】関連施設 36 病院にアンケ

ート調査を施行した。質問事項は 2014 年１月から 2014

年 12 月までに原発性胃癌に対して待機的手術を施行

した症例数、うち腹腔鏡手術の占める割合。術後に抗

凝固療法をとして薬剤投与を行った場合、その薬剤の

種類。【結果】36 病院のうち 34 病院から回答用紙を回

収し、回答率は 93.5%であった。2014 年１年間の胃癌

手術の手術数の回答施設は 24 施設であり、総数は 795

例であった。このうち腹腔鏡手術症例は 306 例 (38.4%)

であった。VTE 予防法としては、周術期にストッキン

グ ,間欠的空気圧迫法 (フットポンプ )を使用している施

設は 16 施設 (55.2%)であった。薬剤投与している施設

は 13 施設 (44.8%)であり、内訳は heparin が 2 施設、

fondaparinux が 1 施設、enoxaparin が 10 施設であった。

【考察】抗凝固剤を使用する施設よりも使用せずに理

学療法を中心に行う施設が過半数を占めた。当施設で

は胃癌に対する抗凝固療法としてストッキング +フッ

トポンプに加え、薬物療法を併用しており、胃癌での

2014 年手術総数の 61 症例のうち、症候性、無症候性

の血栓症ともに認めなかった。今後は多施設でさらに

症例数を積み重ね検討する必要があると思われた。  

 

キーワード：胃癌、肺血栓塞栓症、術後抗凝固療法、

アンケート結果  

 

 

 


